
　

野
場
区
で
は
、
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
福ふ

く

和わ

伸の
ぶ

夫お

教
授
を
招
き
、
防

災
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
自
分
の
命
、
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
建
物
内
す
べ
て
の
家
具
止
め

と
建
物
の
耐
震
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
福
和
教
授
は
、
命

無
く
し
て
地
域
は
守
れ
な
い
こ
と
を
力

強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

芦
谷
区
で
は
、
い
ち
早
く
区
民
の
安

否
確
認
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
全
区
民
を
対
象
に
「
安
否
確

認
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

隣
近
所
が
お
互
い
に
協
力
し
て
素
早
く

安
否
の
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。
訓
練

で
は
１
時
間
程
度
で
約
２
、２
０
０
人

の
安
否
状
況
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
田
区
で
は
、２
０
１
人
が
参
加
し
、

避
難
訓
練
、
地
震
体
験
車
で
の
地
震
体

験
、
応
急
手
当
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
区
内
の
11
階
建
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
、
停
電
に
よ
り
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
想
定
し
、
階
段
か
ら
け
が
人
を
１

階
へ
搬
送
す
る
訓
練
や
、
消
防
は
し
ご

車
に
よ
る
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

野
場
区 

防
災
訓
練

芦
谷
区 

防
災
訓
練

幸
田
区 

防
災
訓
練

　平
成
24
年
10
月
、
11
月
に
、
野
場
区
、

幸
田
区
、
芦
谷
区
、
深
溝
学
区
、
大
草

区
お
よ
び
荻
区
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
訓
練
を
実
施
し
た
区
で
は

「
災
害
時
に
個
人
、
ま
た
地
域
で
何
が

で
き
る
か
」
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

の
状
況
に
応
じ
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
訓
練

の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

10/21

11/4

11/3
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▲福和伸夫教授による防災講演会（野場）

▲バケツリレーはいいコミュニケーションにもなりました（幸田）

▲はしご車による救助訓練（幸田）

▲組ごとに安否の人数確認をしている様子（芦谷）



　

深
溝
学
区
で
は
、
深
溝
小
学
校
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
深
溝
学
区
で

は
、
各
区
の
防
災
会
役
員
を
対
象
に
、

毎
年
こ
の
時
期
に
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
応
急
手
当
、

負
傷
者
搬
送
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
小
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
た
場
合

に
備
え
、
備
蓄
倉
庫
に
あ
る
資
機
材
の

使
用
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
草
区
で
は
、集
会
施
設
３
カ
所（
大

草
老
人
憩
の
家
、
大
草
西
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
、
大
草
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
）
へ
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、
区
単
位
で
行
う
防
災

訓
練
と
し
て
は
最
大
と
な
る
約
６
５
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
各
施
設
で

は
、
避
難
の
際
に
必
要
な
「
非
常
持
出

袋
」
に
入
れ
る
も
の
の
確
認
、
家
庭
で

の
備
蓄
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
初
期

消
火
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

荻
区
で
は
、
荻
農
村
セ
ン
タ
ー
に
避

難
す
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
約
80
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち

も
加
わ
り
、
大
人
た
ち
と
一
緒
に
防
災

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難

を
さ
れ
た
多
く
の
人
が
非
常
持
出
袋
を

持
っ
て
農
村
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
防

災
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ

た
あ
い
ち
防
災
協
働
社
会
推
進
大
会

「
あ
い
ち
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
に
お
い
て

愛
知
県
知
事
か
ら
幸
田
町
野
場
区
防
災

会
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
区
内
３
カ
所
に
設
け
た
避
難
場

所
に
お
い
て
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
の
実
施
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

間
の
連
携
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
防
災

車
両
、
緊
急
放
送
設
備
な
ど
を
整
備
す

る
と
と
も
に
地
震
避
難
所
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
っ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

深
溝
学
区 

防
災
訓
練

大
草
区 

防
災
訓
練

荻
区 

防
災
訓
練

野
場
区
防
災
会 

が

　表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

町
内
の
各
区
で
は
、
防
災
訓
練
を
始
め
と
し
た
防
災
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
訓
練
は
「
減
災
・
防
災
」
に
触
れ
る
一
番
身
近
な
機
会
で
す
。

隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
積
極
的
に
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

 

問
合
せ  

防
災
安
全
課
安
全
対
策
Ｇ 

（
内
線
３
７
１
）

11/4

11/18

11/25
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▲体育館の脇に仮設トイレを設置（深溝）

▲約650人が参加した避難訓練（大草）

▲子どもたちも応急手当にチャレンジ（荻）

▲表彰式に出席した野場区長（写真中央）



選手紹介　（敬称略）
後列左から 渡辺義文、岡出紀久、吉田文子、

鴨下克巳、大竹舞、安村真緒、
井田春樹、鈴木太基、村越好晴、
羽根渕悟

前列左から 鈴木千恵、稲吉悠多、油井一成、
平岩篤弥、荻野紗綾、澤田桃香、
大竹樹、中島聡太

市 の 部 町村の部
第 １ 位 田 原 市 東 浦 町
第 ２ 位 豊 田 市 幸 田 町
第 ３ 位 岡 崎 市 阿久比町
第 ４ 位 名古屋市 武 豊 町
第 ５ 位 西 尾 市 東 郷 町

愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
駅
伝

　

12
月
１
日
に
長
久
手
市
の
愛
・
地
球

博
記
念
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

「
愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
・
第
７
回
愛

知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
」
に
お
い

て
、
幸
田
町
が
第
２
位
（
町
村
の
部
）

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
で
第
３
位
入
賞
を
収
め
ま

し
た
が
、
今
大
会
で
さ
ら
に
一
つ
順
位

を
上
げ
、
過
去
最
高
の
順
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
23
日
に
幸
田
中
央
公
園
で
行
わ

れ
た
代
表
選
手
選
考
会
で
選
ば
れ
た
選

手
た
ち
が
、
大
会
当
日
ま
で
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、各
選
手
が「
チ
ー

ム
の
た
め
、
大
会
当
日
ま
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
コ
ー
チ
や
家
族
の
た
め
、

大
会
で
走
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
選

手
の
た
め
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

１
本
の
た
す
き
に
込
め
、
寒
風
吹
き
荒

れ
る
初
冬
の
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
を
全
力

疾
走
し
ま
し
た
。

　

１
秒
で
も
速
く
次
の
走
者
へ
つ
な
げ

る
よ
う
、「
最
後
ま
で
絶
対
に
あ
き
ら

め
な
い
！
」
と
い
う
全
員
の
気
持
ち
が

一
つ
と
な
っ
た
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
会
心
の
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

幸
田
町
代
表
チ
ー
ム 

第
２
位 

入
賞
！

（
町
村
の
部
）

過去最高順位！
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第１区（右端）

ゴール直後の選手胴上げ

第２区

第３・４区 第５・６区

第７・８区

第９区



開幕
さ

よ
な

ら
、

ブ
ル

ー
バ

ー
ド

「
愛

あ
り

幸
あ

り
」

を
モ

ッ
ト

ー
と

す
る

愛
幸

学
園

。
文

化
祭

間
近

で
そ

の
準

備
に

盛
り

上
が

る
生

徒
た

ち
。

そ
ん

な
中

、
３

年
生

の
サ

チ
と

ク
ラ

ス
メ

イ
ト

の
ミ

ナ
ミ

、
キ

ン
タ

は
そ

れ
ぞ

れ
に

悩
み

が
あ

っ
た

。
下

校
時

間
。

学
校

の
玄

関
を

出
る

と
校

庭
は

霧
の

世
界

。
サ

チ
た

ち
は

、
霧

の
中

”
校

門
”

を
見

つ
け

る
が

…
 そ

こ
に

現
れ

た
の

は
”

青
の

こ
ど

も
”

だ
っ

た
―

―
―

  広報こうた６月号で特集した幸田ミュージカル2013「さよなら、ブ
ルーバード」がいよいよ開幕します。
  本作品は町制施行60周年を記念するにふさわしく、出演者だけでなく、
台本、衣裳、小道具の制作まで、約150人の町民が手作りで行い、まさ
に幸田町民が持っているエネルギーとパワーが凝縮されたステージと
なっています。
  また、ステージを輝かせるための音楽、振付、舞台美術、衣裳などには、
ミュージカル界の一流スタッフが結集して作品づくりを行ってきまし
た。
  作品のテーマは、愛知県幸田町にちなんで「愛」と「幸せ」です。ぜ
ひご鑑賞いただき、「さよなら、ブルーバード」に込められた想いを、
どうぞ感じてください。

幸田町町制施行60周年記念事業

公演日　１月19日（土）　①開場：午後６時　開演：午後６時30分
　　　　１月20日（日）　②開場：正午　　　開演：午後０時30分
　　　　　　　　　　　③開場：午後５時　開演：午後５時30分
会   場 町民会館さくらホール
料　金 一般3,000円　学生2,000円　※前売り料金 （全席自由）
主　催 幸田町文化振興協会　後　援　幸田町、幸田町教育委員会
問合せ 幸田町文化振興協会  ☎63－1111

幸田ミュージカル 2013
1月19日（土） （日）・20日

  

テ
ー
マ
曲

「
ス
タ
ー
ト
～
今
、
こ
の
瞬と

き間
～
」　

♪
さ
び
し
く
て
　
苦
し
く
て
　
逃
げ
出
し
た
い
こ
と
も
あ
っ
た

   

自
分
さ
え
見
え
な
く
て
　
迷
路
の
中
探
し
て
た

   

さ
ま
よ
う
私
を
導
い
て
く
れ
た
幸
せ
の
青
い
鳥

   

そ
の
先
に
は
た
く
さ
ん
の
ぬ
く
も
り
が
あ
ふ
れ
て
い
た

   

私
は
も
う
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
　
こ
こ
か
ら
今
歩
き
始
め
る

   

さ
よ
な
ら
　
笑
顔
で
あ
な
た
に
伝
え
た
い
　
あ
り
が
と
う

   

い
つ
か
会
え
る
そ
の
日
ま
で
　
私
は
私
の
ま
ま
で

   

明
日
へ
つ
な
ぐ
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
を
　

   

心
に
抱
い
て
　
離
さ
な
い
よ
う
に

   

う
れ
し
い
と
き
　
か
な
し
い
と
き
　
私
は
思
い
出
す
の
だ
ろ
う

   

あ
な
た
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
　
大
好
き
な
あ
の
歌
を

   

忘
れ
な
い
よ  

今
を
　
こ
の
と
き
を

   

忘
れ
な
い
よ  

こ
の
愛
と
幸
せ
を
―
―
―
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皆さん！ぜひ
観に来てください♪




